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介護福祉士の「修学資金」とは

養成施設を卒業した日から１年以内に介護福祉士の登録をおこない、 貸付を受けた県内で、５年間、介護の業務
に従事した場合等に、貸付金の返還が免除されます。

ご利用条件について

介護福祉士養成施設に在学している方で、（１）～（３）のいずれかに該当する方が「介護福祉士修学資金」の対象です。
（１）貸付を受けようとする都道府県に住民登録をしていて、養成施設卒業後、その都道府県内において介護の仕事に就

く予定の方

（２）貸付を受けようとする都道府県内の養成施設の学生であって、卒業後、その都道府県内において介護の仕事に就く
予定の方

（３）養成施設での修学のために転居をした方で、転居する前年度の住民登録を貸付を受けようとする都道府県にしてい
て、かつ、卒業後は転居前の都道府県内（貸付を受けようとする都道府県内）において介護の仕事に就く予定の方

介護福祉士養成施設（養成校を含む。）に在学している方は、卒業後に介護福祉士国家試験に合格することで介護福

祉士の資格を取得することができます。
（※）平成29～33年度の卒業者は、試験に合格しなくても卒業年度の翌年度から5年間に限って介護福祉士の資格を有することができます。その5年間の間に試験

に合格すれば5年後以降も資格を有することができます。

現在施設に在学中又はこれから在学しようと考え、介護福祉士の資格の取得を目指す皆さまをサポートするため、下

記のような「介護福祉士修学資金貸付制度」があります。

返還の免除について

▶ 授業料、教材費、交通費、介護福祉士試験受験手数料等の費用

について、在学期間中月５万円をお貸しします。この他、入学準備金20万円、就職準備金20万円、国家試験受験対策費用年4万円、生活費加算

の加算があります。

介護福祉士を目指す方へ

のご案内

介護福祉士の資格取得後、５年間介護の業務に従事することで、貸付金の返還が全額免除されます。
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